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（６）墓壙内西部の鉄製品群

南北第２サブトレンチにおいて西壁際を精査していたところ、現地表

から約１．０ｍ下で数点の鉄製品が出土した。竪穴式石室から明らかには

ずれたこの地点から鉄製品の出土をみたことは、まったく予想していな

かった事態であった。そのため、急遽調査方針を再検討し、範囲確認を

おこなうことにした。最終的に、墓壙西壁の上端から２．３ｍ東、墳丘主

軸から南北とも１．２５ｍのほぼ長方形の区画に広がる長さ２．５ｍ、幅０．２５

ｍの鉄製品群を検出した（図２）。

鉄製品群は上面に連なる刀剣と、その下面の農工具および石製模造品

で構成される（図４）。

上　面 上面の刀剣は、刀１５点・剣５点で、すべて切先を南に向け

刃を寝かせた状態で出土した。刀１点以外は、鞘や柄の木質が非常に良

好に遺存している。上面の高低差は６cm以内におさまり、ほとんど水平

といえるが、一部の刀は明らかにほかの刀剣の上に置いてある。

配置の仕方は、切先の位置などからだいたい７群にわけることができ

そうである。各群は２～４点で構成される。微妙に角度を変えながらジ

グザグ気味に直列している。刀のみの群と刀剣双方を含む群とがある。

下　面 下面の農工具および石製模造品は上面のようには広がって

いない（裏表紙）。長さ３０cm、幅１２cmほどの範囲に、鉄製農工具とし

て鎌・斧・柄付斧・刀子・蕨手刀子、石製模造品として鎌が上下に集積

して出土している。直接の証拠はないものの、おそらく箱か袋の中にお

さめられていたと推測している。

集積の状況を簡単に記すと、上から順に、①刀子・斧、②柄付斧・鎌

など、③刀子・斧・鎌形石製模造品といった、おおよそ３面で構成され

ている。出土遺物の項で後述するように、いずれも小型品であり、最上

面から最下面までの高低差は数cmにすぎない。

赤色顔料 鉄製品群の西に接して赤色顔料が線状に分布していた。

鉄製品群の性格と密接に関わると予測されるが、赤色顔料の範囲を確認

するような調査は今回おこなわなかった。 （魚津）

２．後円部墳丘の調査〈第７次〉

（１）１７トレンチ（拡張区）

第６次調査の際に１７トレンチ北端で検出した石列の性格を解明するため、第７次調査では拡張区を設定

して調査した。その結果、拡張区のほぼ全面にわたって葺石を検出することができた。従って、この石列は

後円部３段目斜面葺石の端部を示すものであったことが判明した。

葺石の残存状況は非常に良好で、ほぼ当時の状況のままと考えられる。葺石は長軸２０cm前後の角礫であ

り、長軸方向を墳丘に差し込むようにして、下から上へ、また北から南へと順に葺かれている。葺石の範囲

は埴輪列の手前でほぼ直線的に停止しており、南

北埴輪列の間にはまったく葺石が検出されなかっ

たことから、埴輪列間には葺石が意図的に葺かれ

なかったものと考えられる（図５）。

この拡張区では後円部と前方部の接点がみつか

ると予想していたが、調査の結果、確認すること

ができなかった。この事実と１８トレンチで得ら

れた知見から、後円部と前方部の接点は１７トレ

ンチよりも下、後円部３段目の中間あたりに存在

するものと考えられる。 （林）

（２）１３トレンチ

１３トレンチは後円部北側斜面に位置し、幅２．５ｍ、長さ３１．０ｍをはかる。

後円部における墳丘規模と構造、ならびに外部施設の状況を確認するために

設定したトレンチである（図６）。

３段目斜面 葺石を検出している。後円部頂近くでは拳大の葺石が比較

的多くみられたが、原位置を保っているものは少ない。斜面の傾斜角度は後

世の改変により正確に把握できないが、葺石残存部分で計測した結果、傾斜

は一定ではなく、大きいところでは１３度の差を確認した。傾斜が急になっ

ている部分と、墳丘盛土の単位に急激な変化がみられる部分が若干重なって

いる点は重要である。

葺石の基底石付近の残存状況は良好である。基底石は長軸５０cmほどの角

礫で、それぞれの長軸が墳丘ラインに沿うように据えられており、レベルは

標高２８．０ｍと一定している。基底石付近では裏込め石の充填を確認してい

る。トレンチ西端の基底石から５０cmほど後円部頂よりに大型の角礫が据え

られているが、これは裏込め石の充填範囲を示す役割をもっていた可能性も

考えられる。

２段目平坦面 約５．２ｍの幅で検出した。前方部での平坦面の幅（７ト

レンチで２．０ｍ以上）よりも広いことを確認しており、墳丘形態復元の際に

注意を要する。埴輪列は旧墳丘面の攪乱により遺存していなかった。

２段目斜面 一部で葺石を検出した。拳大の角礫が墳丘中心に向かって

差し込むように葺かれている。標高２４．６ｍ付近でやや大きめの角礫を数個

検出しているが、周囲が著しく削られていることから、確実に基底石である

とは断定できない（図７）。墳丘構造に関しては、砂礫層の地山を削り出し

て整形し、その上にさらに盛土を施している様子を、トレンチ東壁に沿って

設けた断ち割りの壁面で観察できる。地山整形の際に削られた旧表土は、３

段目斜面の途中まで墳丘盛土として使用されている。

１段目平坦面 ２段目斜面の基底石が不明確であり、また１段目斜面に

図４　鉄製品群平面図（S : 1/15）

図５　17トレンチ葺石と埴輪列（西から）

図６　13トレンチ平面図
（S : 1/200）


